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Chapter 21 Antennas and 
Radiation

これまではこのﾏﾆｭｱﾙは、 Sonnet を使った高周波数回路と伝送線路の解析につい
て焦点をあててきました。しかし Sonnet にとって有益な結果が得られる放射の
問題がたくさんあります。この章では、ﾏｲｸﾛｽﾄﾘｯﾌﾟのﾊﾟｯﾁｱﾝﾃﾅのような 3次元
ﾌﾟﾚｰﾅ構造の放射の解析や、 “Open Waveguide Simulator”の技法を使って
ﾏｲｸﾛｽﾄﾘｯﾌﾟの不連続部を解析するには、どのように Sonnet を用いたらよいかが
述べられています。この技法のもとになっている仮定条件が、詳しく述べられて
います。ﾓﾃﾞﾙ化によくある失敗についても触れています。ﾓﾃﾞﾙ化の技法の正しい
使い方の説明に、いくつかの例が盛り込まれています。

またこの章では、任意の 3次元ﾌﾟﾚｰﾅ図形の遠方界 (far field ) の
ｱﾝﾃﾅﾊﾟﾀｰﾝを計算する解析および表示用のﾂｰﾙでる far field viewerについ
ても説明します。 Far field viewerは入力として、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙの中の電流
分布ﾃﾞｰﾀを使い、ﾊﾟﾀｰﾝをつくります。そのﾊﾟﾀｰﾝは、直交ﾌﾟﾛｯﾄ、極座
標 ﾌﾟﾛｯﾄ、表面ﾌﾟﾛｯﾄで表示することができます。
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Background
Emは完全に閉じた、ｼｰﾙﾄﾞされたﾎﾞｯｸｽの中の 3次元ﾌﾟﾚｰﾅ回路の解析で
すので、放射構造の解析は通常考えられているものとは少し違います。

しかし、emは導波管ｼﾐｭﾚｰﾀを用いて無限に続くｱﾚｰをｼﾐｭﾚｰﾀするのに使
えます。この技法では、345 ﾍﾟｰｼﾞの図に示されているように、ｱﾚｰの一
部分を導波管内に配置します。導波管の筒は整合負荷をつけた終端に
向って垂直で、放射パッチを接続しています。導波管の壁面によって形
成される鏡像は、特定の角度に向けて、完全な無限のｱﾚｰ全体を適切に
ﾓﾃﾞﾙ化しています。

この導波管ｼﾐｭﾚｰﾀが、私たちが今 Open Waveguide Simulator Technique  と
呼ぶ、次の節で説明される方法を示すものです。

Modeling Infinite Arrays
Emの解析において、ｼｰﾙﾄﾞされたﾎﾞｯｸｽの壁面は、容易に無限ｱﾚｰの導波
管ｼﾐｭﾚｰﾀの導波管の壁面を表現しています。側面図を 345 ﾍﾟｰｼﾞの図に示
します。

導波管の終端の仕方には少々考慮が必要です。どの導波管のﾓｰﾄﾞでも、
emで扱う上部のｶﾊﾞｰの抵抗を導波管ﾓｰﾄﾞのｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽに等しくすること
によって完全に終端することができます。  Project editor では、 Box 
Settings ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの  Top Metal ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄから “WGLOAD”を選択すれ
ば、自動的にすべての周波数、すべてのﾓｰﾄﾞでこれを行うことができま
す。



Chapter 21  Antennas and Radiation

345

ﾌｪｲｽﾞﾄﾞｱﾚｰにおいて、ｱﾚｰの 1 つの特定の方向に向かっては、単一導波
管ﾓｰﾄﾞが生じます。Emのｿﾌﾄでは、上部のｶﾊﾞｰのｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽを、励振さ
れた導波管のﾓｰﾄﾞのｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽにただ合わせるだけで、そのような無限
ｱﾚｰの導波管ｼﾐｭﾚｰﾀのﾓﾃﾞﾙ化ができます。

Modeling an Open Environment
もし無限のｱﾚｰをﾓﾃﾞﾙ化するのに、閉じた (即ち終端された )導波管を
使えるのなら、有限のｱﾚｰからの放射をﾓﾃﾞﾙ化できます。もっともある
条件のもとではありますが。覚えておいて頂きたい重要なことは、深く
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無限ｱﾚｰの導波管ｼﾐｭﾚｰﾀが、ここに述べられている技法を示します。この側面図で、導
波管の壁面はﾏｲｸﾛｽﾄﾘｯﾌﾟﾊﾟｯﾁのｱﾚｰの鏡像を形成しており、無限に並んだｱﾚｰをｼﾐｭﾚｰﾄ
しています。vcは媒体が充填されている導波管での光の速度です。
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解析の準備を行わないと、すぐにこれらの条件は合わなくなり、間違っ
た結果になってしまうということです。下に示すような条件の場合、有
用な結果が得られます。

First Condition: 基板の両側面の寸法を 1もしくは 2波長より大きくする。

Open Waveguide Simulatorを使用すると、ｼｰﾙﾄﾞされたﾎﾞｯｸｽの壁面は、放
射ｴﾈﾙｷﾞｰがｱﾝﾃﾅから 345 ﾍﾟｰｼﾞに示すような “終端 ”に向かって垂直に伸
びる導波管のように見られます。次に放射は多数の導波管ﾓｰﾄﾞの和とし
て近似されます。もし管が小さすぎると、ほとんど伝送ﾓｰﾄﾞが現われ
ず、条件 1を満たさなくなってしまいます。

小さい不連続部からの放射のﾓﾃﾞﾙ化をする時、容易にﾐｽを起こします。
不連続部は、通常波長に比べると小さくなります。不連続部の解析のた
めに、不連続部分から壁面まで、基板 1～ 2枚の厚さ分の間隔をとりま
す。この場合、基板の寸法は条件 1を満たしそうにありません。もし壁
面が導波管のｶｯﾄｵﾌ以下を形成すると、放射はありません。

Second Condition: 壁面が放射物から十分離れており、影響を受けない事
を確認する。

この条件は別の見方をすれば、壁面によってつくられる構造物 (不連続
部もしくはｱﾝﾃﾅ ) の鏡像を考えよという事です。壁面を構造物との結合
がほとんどない鏡像になるように設置します。

不連続部は、ふつう壁面から 2から 3波長あければ十分です。ｼﾝｸﾞﾙ　
ﾊﾟｯﾁｱﾝ ﾃﾅでは、1から 3波長あけるのが必要と思われます。特定のもの
に対しては、これらのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝよりはるかに大きくなります。もし条件
1が条件 2より大きな基板の寸法を必要とする場合、大きい寸法の方を
使うことが非常に重要です。

Far field viewerをご使用中でしたら、ﾎﾞｯｸｽを大きくするほどよい結果に
なります。 Far field viewerは emから算出された S ﾊﾟﾗﾒｰﾀは完全にｵｰﾌﾟﾝな
環境から算出されたものと仮定します。もし、ﾎﾞｯｸｽが小さすぎるため
にいくらか電力が反射すると、far field viewerによって計算された入力電
力は多少間違いがあります。従って far field viewer は 100%以上のｱﾝﾃﾅの
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効率を計算してしまいます。もしこうなったら、ﾎﾞｯｸｽｻｲｽﾞは大きくす
るべきです。

Third Condition: 放射物のﾌﾘﾝｼﾞﾝｸﾞ界 ( すなわち近傍界 )の外側（1/2 波
長が望ましい）に上部のｶﾊﾞｰを置く。

もしこの条件が破られると、抵抗性（ﾚｼﾞｽﾃｨﾌﾞな）の上部のｶﾊﾞｰは、
ﾘｱｸﾃｨ ﾌﾞなﾌﾘﾝｼﾞﾝｸﾞ界を含むようになり、この部分は放射器の近傍界を
形成します。このﾘｱｸﾃｨﾌﾞな入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽからﾚｼﾞｽﾃｨﾌﾞな入力ｲﾝﾋﾟｰ　
ﾀﾞﾝｽへの変化が、間違って放射ﾛｽを過大評価してしまいます。

放射器から波長の何千倍も離れたような遠い位置に、上部のｶﾊﾞｰを置か
ないでください。ﾎﾞｯｸｽの極端な縦横比は避けるべきです。ﾊﾟｯﾁｱﾝﾃﾅの
経験的なﾃﾞｰﾀによると、約 1/2 波長離すのがﾍﾞｽﾄです。

Fourth Condition: 上部のｶﾊﾞｰを Free Space( 自由空間）に設定する。

この値は妥協したものです。前の方のﾍﾟｰｼﾞの方程式で示されたように、
すべての TE ﾓｰﾄﾞは、 377 ｵｰﾑ以上の特性ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽを持っています。また
すべての TM ﾓｰﾄﾞは低くなります。このように、 377 ｵｰﾑ /sqの上部のｶﾊﾞｰ
では、すべてのﾓｰﾄﾞに対して完全には終端できませんが、多くのﾓｰﾄﾞで
十分妥協できる終端となります。これは上部のｶﾊﾞｰを除去した状態に近
いものです。ﾎﾞｯｸｽが大きければ、次には後に示すように、放射が近似
されます。

Fifth Condition: 放射体は、無視できないほどの表面波を発生させること
はできない。

もし要求される精度に比べて、無視できないほどの表面波が生じると、
ﾎﾞｯｸｽの側面で反射されます。これが現実の状態でなければ、このよう
なｱﾝﾃﾅはこの技法には不適当です。実際に、条件 5は条件 2の特殊な場
合です。もし無視できないほどの表面波があると、条件 2は満足できま
せん。この条件は重要なので条件 2とは別に明確に述べておきます。
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一般には、どの表面波も基板の端に達すると反射し、屈折します。この
境界条件は、Sonnet の導体壁面とも、完全な自由空間での解析を仮定し
た無限大の基板とも異なります。

ﾃﾞｭｱﾙﾊﾟｯﾁｱﾝﾃﾅが、下図に概念的に描かれています。

Project editor で給電点にｸﾞﾗｳﾝﾄﾞへ向かう via をつくることにより、給電
点が、つくられます。それからﾎﾞｯｸｽの壁面で基板の端に典型的なﾎﾟｰﾄ
を指定するのと同じようにして、その via のｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ側をﾎﾟｰﾄとして指定
します。これと同じｱﾝﾃﾅを示したﾌｧｲﾙは、 “patch.son”という名前で、
Sonnet の例題から入手できます。

Double Patch

Feed point

Free Space 
Top Cover

Antenna

損失のある上部のｶﾊﾞｰと、損失のある誘電体層 ( ｵﾌﾟｼｮﾝ ) を含み、放射器か
ら壁面を離しておくことにより (正しい縮尺比で描いてありませんが )放
射のｼﾐｭﾚｰﾄができます。上部のｶﾊﾞｰを放射器から 1/2波長離してください。
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Validation Example
検証のために、1993年ﾊﾟﾘの HYPERで、 EEsof ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾐｰﾃｨﾝｸﾞにおいて
発表された、ﾌﾗﾝｽの Antennas & Stealthness Dept.Matra Defenseの E. 
Ongareau氏の研究を、許可を得てお見せします。下図は 3つのﾊﾞｯﾁがあ
るｱﾝﾃﾅを上から見た図です。このｱﾝﾃﾅは単に実際の有効性を検証するも
のです。最適な VSWRには設計されていません。

単独のﾏｲｸﾛｽﾄﾘｯﾌﾟﾊﾟｯﾁｱﾝﾃﾅでも良い結果が得られます。ここでは Open 
Waveguide Simulator の技法を用いて解析された、より洗練されたｱﾝﾃﾅの 1
つとして、この例を引用しています。

このｱﾝﾃﾅでは、それぞれのﾊﾟｯﾁがお互い少し異なった共振周波数を持っ
ており、その結果周波数帯域が広がります。このｱﾝﾃﾅは、中央のﾊﾟｯﾁに
接続された同軸のﾌﾟﾛｰﾌﾞにより下から給電されています。その給電点は
三角形で示されています。

基板の誘電率は 2.94で厚さは 3.04 mmです。図は基板の寸法 200 mm x 
100 mmのものを縮小したものです。上部のｶﾊﾞｰは基板表面から 200 mm
上にあります。ｾﾙｻｲｽﾞは 0.78125mm x  0.78125mmです。空気と基板の損
失正接はともに 0.001です。この小さな値の空気の損失は伝搬ﾓｰﾄﾞを終
端するのに役立っています。

Matra Defense提供によるﾄﾘﾌﾟﾙﾊﾟｯﾁｱﾝﾃﾅを上から見た図です。中央の
ﾊﾟｯﾁは同軸のﾌﾟﾛｰﾌﾞ ( 三角形で示されています )で給電されていま
す。ｱﾝﾃﾅ全体の周波数帯域を拡げるために、それぞれのﾊﾟｯﾁは異な
る周波数で共振します。
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ｱﾝﾃﾅﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ Tripat が Sonnetの例題から入手できます。 Sonnet の例
題の入手方法については、いずれかの Sonnetのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾒﾆｭｰから Help ⇒
Examplesを選択し、続いて Instructions ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

下図に結果が示されています。それぞれのﾊﾟｯﾁの VSWRの低い点の測定
ﾃﾞｰﾀと計算結果との差は約 1%であることがわかります。これはこの技
法を用いたﾊﾟｯﾁｱﾝﾃﾅの解析の典型的なものです。共振周波数 (つまり反
射 0）の差は、残りの ﾌﾟﾛｯﾄの差を決定します。解析的な誤差、製作上
の誤差、そして測定誤差の程度は、このﾃﾞｰﾀからは決められません。

もし上で示された測定結果と計算結果との差が受け入れられる程度のも
のであれば、ある特定のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに与えられた必要条件のもとでは、
Open Waveguide Simulator技法は有用な結果を出せるでしょう。

ﾄﾘﾌﾟﾙﾊﾟｯﾁｱﾝﾃﾅの測定ﾃﾞｰﾀと計算ﾃﾞｰﾀは、完全に別々に得たもの
で、つじつまを合わせるのに “微調節 ”する機会はありませんで
した。
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Far Field Viewer
Far field viewer の目的は、励振といくつかの方向 (例えば、phi や thetaの
範囲 )を与えて、ｱﾝﾃﾅの遠方界 (far field) ﾊﾟﾀｰﾝを計算することです。 Far 
field viewer は、所望の周波数について、emで生成されたｱﾝﾃﾅの電流密度
ﾃﾞｰﾀを読み込むことから始めます。 Far field viewer は、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙの中
の電流分布情報を使い、所望の遠方界のｱﾝﾃﾅﾊﾟﾀｰﾝの情報を生成します。
このﾊﾟﾀｰﾝの情報は、直交ﾌﾟﾛｯﾄ、極座標ﾌﾟﾛｯﾄ、表面ﾌﾟﾛｯﾄの 3つのうち
の 1つで見ることができます。方向の値、ﾎﾟｰﾄの励振と終端のﾃﾞﾌｫﾙﾄ値
が使用されて、 far field viewerのｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ時の 1つめの周波数のﾌﾟﾛｯﾄを
計算します。その後でﾕｰｻﾞが周波数、放射ﾊﾟﾀｰﾝの方向、所望のﾎﾟｰﾄの
励振と終端を指定します。

Far field viewer は、emから生成された電流密度ﾃﾞｰﾀを使用するので、emと
同じ種類の回路を解析することができます。これらには、ﾏｲｸﾛｽﾄﾘｯﾌﾟ、
ｺﾌﾟﾚｰﾅ構造、ﾊﾟｯﾁｱﾝﾃﾅ、ﾊﾟｯﾁのｱﾚｰ、そして他のﾏﾙﾁﾚｲﾔの回路が含まれ
ます。emと同様に、far field viewerはﾎﾟｰﾄや金属ﾀｲﾌﾟ、周波数はいくつ
でも解析できます。Far field viewer は次のものは解析できません。横向
きに放射する回路。垂直な成分や同軸の構造。ﾜｲﾔｱﾝﾃﾅ。表面波ｱﾝﾃﾅ。
ﾌｪﾗｲﾄの成分による放射のある構造。1つの層に複数の誘電率が必要な構
造。

電流ﾃﾞｰﾀは、emでは金属ﾎﾞｯｸｽを含んで計算されますが、 far field viewer 
の計算では、その金属ﾎﾞｯｸｽは取り除かれるということに注意してくだ
さい。この章の前の方で述べた、これらのﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ上の考察は重要です
が、 far field viewer のﾃﾞｰﾀの精度は、emのｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの精度に依存します。

Far field viewerはﾃﾞﾌｫﾙﾄで、ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされている時は、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ
に格納されている電流密度ﾃﾞｰﾀの 1つめの周波数を、ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定の角度
とﾎﾟｰﾄの励振を使って解析します。

1つめの周波数以外のｱﾝﾃﾅﾊﾟﾀｰﾝを得るためには、 far field viewerのﾒｲﾝﾒﾆｭｰ
から Graph ⇒ Calculate を選択します。 Calculate ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示され、
ﾕｰｻﾞが計算したいﾃﾞｰﾀのすべてのﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定することができます。 far 
field viewer は、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙの中に格納されている電流によって放射さ
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れる電磁界を計算します。基板のまわりに無限に拡がりのあるｵｰﾌﾟﾝな
環境の中で解析が行われます。Calculate ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽについての詳細
は、far field viewerのｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟをご覧ください。

Far field viewerを使ったﾁｭｰﾄﾘｱﾙは、Sonnet Supplemental Tutorialsの 145
ﾍﾟｰｼﾞの “A Two-Dimensional Far Field Viewer Tutorial” をご覧ください。

Analysis Limitations

Far field viewerの解析には、以下の制限があります。

• 表示されたｱﾝﾃﾅﾊﾟﾀｰﾝは、ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾄﾞされたﾃﾞｰﾀを表しませ
ん。従って emを実行している時にﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾃﾞｨﾝｸﾞを指定し
た場合でもﾎﾟｰﾄの不連続部の影響は依然として含まれます。

• 三角形のｻﾌﾞｾｸｼｮﾝ(すなわち斜め線状充填)からの放射は含ま
れません。

• Far field viewer のﾊﾟﾀｰﾝは、側面方向に無限に拡がる基板を
仮定したものです。

Spherical Coordinate System

ｱﾝﾃﾅのﾌﾟﾛｯﾄは、球座標系を用いて表示します。これを以下に説明しま
す。

ｱﾝﾃﾅのﾌﾟﾛｯﾄを表示するために、 far field viewer は以下に示す球座標系を
使います。X、 Y、 Z の座標は、解析ｴﾝｼﾞﾝと project editorで使用されてい
るものです。 XY 面は、project editorのｳｨﾝﾄﾞｳの平面で、その Z軸は
ﾎﾞｯｸｽの上部に向かっています。球座標系は、下図に示すように theta (θ) 
と phi (φ)を使います。
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.

Far field viewer は theta の値に 0 から 180 度が使えます。しかし、 90 度を
超える thetaの値は、水平線の下になり、無限のｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ面のないｱﾝﾃﾅに
のみ有効です。上部の半球だけを表示するためには、 theta を 0 から 90 度
までｽｨｰﾌﾟし、 phi を -180 から + 180 度までｽｨｰﾌﾟします。

上の Xと Y 軸は、project editorの Xと Y 軸に対応しています。原点は常
に、project editor ｳｨﾝﾄﾞｳの左下の隅にあります。

E面ｶｯﾄまたは、H面ｶｯﾄを見るためには、 phi (φ) を 0 または 90 度に設定
し、 theta (θ)を 0 から 90 度までｽｨｰﾌﾟします。放射方位のﾌﾟﾛｯﾄを表示す
るためには、θを設定し、φをｽｨｰﾌﾟします。

θ

Z

X

Eθ

Eφ

φ

この縁は project editor 
ｳｨﾝﾄﾞｳの上部です。

この縁は project editor 
ｳｨﾝﾄﾞｳの左側です。

損失のある上部の
ｶﾊﾞｰに向かってい
ます。
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NOTE: ﾕｰｻﾞは far field viewer で同じ空間を、ﾕｰｻﾞの定義する各々適切な角度の
範囲で、2回解析することができます。詳細は far field viewerのﾍﾙﾌﾟの
“Graph - Select” をご覧ください。

Far field viewerは、直交ﾌﾟﾛｯﾄ、極座標 ﾌﾟﾛｯﾄ、表面ﾌﾟﾛｯﾄの 3種類のﾌﾟﾛｯﾄ
を表示します。これらの 3種類の ﾌﾟﾛｯﾄを以下に示します。直交ﾌﾟﾛｯﾄ
は、下図に示すように、 X軸にﾕｰｻﾞが theta (θ)、 phi (φ)、周波数のいずれ
かを選択し、直交ﾌﾟﾛｯﾄ上に大きさ ( dB) を表示することができます。極
座標 ﾌﾟﾛｯﾄは、角度の軸に theta (θ) または phi (φ)を選択することができ
ます。表面ﾌﾟﾛｯﾄは 1つの周波数の利得に対してﾌﾟﾛｯﾄ表示された theta と
phi のすべての計算値を示します。
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theta (θ), phi (φ), or または周波数

(a)直交（Cartesian）ﾌﾟﾛｯﾄ

(b) 極座標 ( Polar) ﾌﾟﾛｯﾄ

θ or φ

M
ag

ni
tu

de
 (d

B
)

Radius
Axes

Angle
Axes

far field viewerは theta (θ),
phi (φ),または周波数での
ｽｨｰﾌﾟができます。
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Normalization

Far field viewerでは、3種類のﾉｰﾏﾗｲｾﾞｲｼｮﾝ ( 正規化 )を選択できます。 far 
field viewer はﾃﾞﾌｫﾙﾄで、電力利得を表示します。また、指向性利得と絶
対値を算出することもできます。この 3種類のﾉｰﾏﾗｲｾﾞｲｼｮﾝを以下に説
明します。

電力利得は、ｱﾝﾃﾅへ供給された全電力が等方的に放射している場合に存
在する均一の放射強度によって割り算された放射の強度として定義され
ます。[1]

指向性利得は同様に、放射全電力が等方的に放射している均一の放射強
度によって割り算された、与えられた方向へのｱﾝﾃﾅからの放射強度とし
て定義されます。[2]

電力利得と指向性利得は等方性ｱﾝﾃﾅ ( すなわち 0 dB)、ｱﾝﾃﾅの E( 電界 )
の最大値、または任意の値に関して表示することができます。

ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｲｼｮﾝに Absolute ( 絶対値 )を選ぶと、与えられた角度における放
射電力 ( ﾜｯﾄ / ｽﾃﾗｼﾞｱﾝ ) を表示します。

(c)表面 (Surface) ﾌﾟﾛｯﾄ
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Far field viewerのﾒｲﾝﾒﾆｭｰからGraph ⇒ Normalizationを選択して表示される
Select Normalization ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを使って、 far field viewerでの
ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｲｼｮﾝを変更することができます。

Polarization

Far field viewer は与えられた方向の電界ﾍﾞｸﾄﾙの大きさを表示することが
できます。353 ﾍﾟ ｰｼﾞの球座標を説明している図で示すように、その大き
さは E-theta (Εθ)と E-phi (Εφ)の 2つの偏波成分のﾍﾞｸﾄﾙ和として表されま
す。

Far field viewer で大きさの総和、またはどちらかの成分の大きさを見る
ことができます。 far field viewerでは、他の偏波も取り扱えます。これは
far field viewer のﾍﾙﾌﾟの “Graph - Polarization” で説明されています。
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